[bookmark: _GoBack]大崩の畑地区には人骨山という山があります。ここには昔から鬼が住んでいて、毎年節分の日になると
「娘を人身御供に差し出せ。もし今夜のうちに人骨山の頂上まで連れて来ないと村中に大きな災いが起きるぞ」という手紙を村人の家に投げ入れ、
村人たちを脅していたといいます。村人達は、目を血走らせて夜がふけるのも忘れて相談しましたが、良い知恵も浮かびません。
そのうち、それまで泣き伏していた娘が「私ひとりが犠牲になって村の難儀が救えるのでしたら、私は山へ参ります。」と、
両親や村人の止めるのを振り切って、提灯を手に山へ登って行きました。そして、娘はそのまま村へは帰って来ませんでした。
そのようなことが毎年続き、次から次へと娘が村から姿を消して行きました。
その頃、国々を巡礼している旅の修験者がこの村に来ました。
そして『私は、これと同じ話を琵琶湖の畔で聞いた事がある。その村では子牛程もある猛犬を使ってこの悪魔を退治したとのことじゃ。聞いてみたらどうじゃ。』と話した
喜んだ村人達は、旅の支度もそこそこに遠い近江の国(現 滋賀県)まで行き、探し求めて、ドン太郎という犬を借りて来ました。
そして翌年の節分の夜、その犬を山へ追い上げて、鬼を退治したのです。その夜は人骨山が一晩中鳴動し、村人達は恐れおののいて
一夜を過ごしましたが、明け方には山も静まり、ドン太郎も無事戻って来ました。
しかし村人は娘を差し出した家の両親や兄弟の心情を思い、節分の日を思い出す行事はしない事にしました。
今でも大崩の畑地区では節分の日に豆まきをしない風習が守られています。
